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各
国
演
劇
史

　
僕
は
本
が
好
き
だ
か
ら
、
本
の
事
を
少
し
書
か
う
。
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
洋
綴






の
本
に
、
妙
な
演
劇
史
が
一
冊
あ
る
。
こ
の
本
は
明
治
十
七
年
一
月
十
六
日
の

出
版
で
あ
る
。
著
者
は
東
京
府
士
族
、
警
視
庁
警
視
属



、
永
井
徹







と
云
ふ
人
で

あ
る
。
最
初
の
頁





に
あ
る
所
蔵
印
を
見
る
と
、
嘗





は
石
川
一
口










の
蔵
書
だ
つ
た

ら
し
い
。
序
文
に
、
「
夫



演
劇
は
国
家
の
活
歴
史
に
し
て
、
文
盲






の
早
学
問
な

り
。
故
に
欧
洲
進
化
の
国
に
在



て
は
、
縉
紳






貴
族
皆
之
を
尊
重
す
。
而





し
て
そ

の
隆
盛






に
至
り
し
所
以





の
も
の
は
、
有
名
の
学
士
羅

希

に
出



て
、
之
れ
が
改
良

を
謀



る
に
由

る
。
然
る
に
吾
邦






の
学
者
は
夙



に
李
園





（
原
）
を
鄙





み
、
措



て
顧





み
ざ
る
を
以
て
、
之
を
記
す
る
の
書
、
未

嘗








多
し
と
せ
ず
。
即




文

化
の
一
具

を
欠
く
も
の
と
謂
可





し
。
（
中
略
）
余
茲



に
感
ず
る
所
あ
り
。
寸
暇





を
得
る
の

際
、
米
仏
等



の
書
を
繙





き
、
そ
の
要
領
を
纂
訳






し
た
る
も
の
、
此
冊
子





を
成
す
。

因


て
之
を
各
国
演
劇
史
と
名



く
」
と
あ
る
。
羅

希

に
出



た
有
名
の
学
士
と
は
、

希
臘






や
羅
馬





の
劇
詩
人
だ
と
思
ふ
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
微
笑
を
禁
じ
得
な
い
。

本
文






に
は
さ
ん
だ
、
三
葉






の
銅
版
画








の
中
に
は
、
「
英
国
俳
優
ヂ
オ
フ
ラ
イ
空



窖


へ
幽
囚






せ
ら
れ
た
る
図
」
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
そ
の
画

が
又
ど
う
見
て
も
、

土


の
牢



の
景
清






と
云
ふ
気
が
す
る
。
ヂ
オ
フ
ラ
イ
は
勿
論G

eoffrey

で
あ
ら

う
。
英
吉
利









の
古
代
演
劇
史
を
知
る
も
の
に
は
、
こ
れ
も
噴
飯






に
堪
へ
な
い
か

も
知
れ
な
い
。
次
手





に
本
文
の
一
節
を
引
け
ば
、
「
然
る
に
千
五
百
七
十
六
年

女
王
エ
リ
サ
ベ
ス
の
時
代
に
至
り
、
始
め
て
特
別
演
劇
興
業
の
為
め
、
ブ
ラ
ツ

ク
・
フ
ラ
ヤ
ス
寺
院
の
不
用
な
る
領
地
に
於
て
劇
場
を
建
立






し
た
り
。
之
を
英

国
正
統
な
る
劇
場
の
始
祖
と
す
。
而





て
此

は
レ
ス
タ
ー
伯
に
属
し
、
ゼ
ー
ム
ス

・
ボ
ル
ベ
ー
ジ
之
が
主
宰






た
り
。
俳
優
に
は
ウ
イ
リ
ヤ
ム
・
セ
キ
ス
ピ
ヤ
と
云

へ
る
人
あ
り
。
当
時
は
十
二
歳
の
児
童
な
り
し
が
、
ス
ト
ラ
タ
フ
オ
ル
ド
の
学

校
に
て
、
羅
甸





並
に
希
臘






の
初
学
を
卒
業
せ
し
も
の
な
り
」
と
云
ふ
の
が
あ
る
。

俳
優
に
は
ウ
イ
リ
ヤ
ム
・
セ
キ
ス
ピ
ヤ
と
云
へ
る
人
あ
り
！
　
三
十
何
年
か
前



の
日
本
は
、
髣
髴






と
こ
の
一
語
に
窺





ふ
事
が
出
来
る
。
こ
の
本
は
希
覯
書







で
も

何


で
も
あ
る
ま
い
。
が
、
僕
は
か
う
云
ふ
所
に
、
捨
て
難
い
な
つ
か
し
み
を
感

じ
て
ゐ
る
。
も
う
一
つ
次
手





に
書
き
加
へ
る
が
、
僕
は
以
前
物
好
き
に
、
明
治

十
年
代
の
小
説
を
五
十
種
ば
か
り
集
め
て
見
た
。
小
説
そ
の
も
の
は
仕
方
が
な

い
。
し
か
し
あ
の
時
代
の
活
字
本
に
は
、
当
世
の
本
よ
り
も
誤
植
が
少
い
。
あ

れ
は
一
体
世
の
中
が
、
長
閑





だ
つ
た
の
に
も
よ
る
だ
ら
う
が
、
僕
は
や
は
り
そ

の
中
に
、
篤
実
な
人
心
が
見
え
る
や
う
な
気
が
す
る
。
誤
植
の
次
手





に
又
思
ひ

だ
し
た
が
、
何

時

か
石
印
本








の
王
建






の
宮
詞






を
読
ん
で
ゐ
た
ら
、
「
御
池
水










色
春
来
好










、
処
処
分
流
白
玉
渠



















、
密
奏
君
王
知
入
月




















、
喚

人

相











伴

洗

裙

裾














」
と
云
ふ
詩
の
、
入
月
が
入
用
と
印
刷
し
て
あ
つ
た
。
入
月

と
は
女
の
月
経
の
事
で
あ
る
。
（
詩
中
月
経
を
用
ひ
た
の
は
、
こ
の
宮
詞
に
止



ま
る
か
も
知
れ
な
い
。
）
入
用
で
は
勿
論
意
味
が
分
ら
な
い
。
僕
は
こ
の
誤




に

ぶ
つ
か
つ
て
か
ら
、
ど
う
も
石
印
本
な
る
も
の
は
、
一
体
に
信
用
出
来
な
く
な

つ
た
。
何



だ
か
話
が
横
道
へ
そ
れ
た
が
、
永
井
徹







著
の
演
劇
史
以
前
に
、
こ
ん

な
著
述
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
未





に
疑
問
で
あ
る
。
未
に
と
云
つ
て
も

僕
の
事
だ
か
ら
、
別
に
探
し
て
見
た
訣



で
は
な
い
。
唯
誰
か
そ
の
道
の
識
者
が
、

教
を
垂

れ
て
呉
れ
る
か
と
思
つ
て
、
や
は
り
次
手





に
書
き
加
へ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
天
路
歴
程

　
僕
は
又
漢
訳
のPilgrim

'sProgress

を
持
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
希
覯
書







と
は

称
さ
れ
な
い
。
し
か
し
僕
に
は
な
つ
か
し
い
本
の
一
つ
で
あ
る
。
ピ
ル
グ
リ
ム

3



ス
・
プ
ロ
グ
レ
ス
は
、
日
本
で
も
訳
し
て
天
路
歴
程









と
云
ふ
が
、
こ
れ
は
こ
の

本
に
学
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
本
文






の
訳
も
ま
づ
正
し
い
。
所
々






の
詩
も
韻
文
訳








で
あ
る
。
「

路
旁
生
命
水
清
流


















　

天
路
行
人
喜
暫
留






















　
百

果
奇
花












供
悦
楽









　
吾
儕
幸
得
此
埔
遊




















」
　
　
大
体
こ
ん
な
も
の
と
思
へ
ば
好

い
。

面
白
い
の
は
銅
版
画
の
挿
画





に
、
ど
れ
も
支
那
人
が
描

い
て
あ
る
事
で
あ
る
。

B
eautiful

の
宮
殿
へ
来
た
所
な
ど
も
、
や
は
り
支
那
風
の
宮
殿
の
前
に
、
支
那

人
のC

hristian

が
歩
い
て
ゐ
る
。
こ
の
本
は
清
朝






の
同
治





八
年
（
千
八
百
六

十
九
年
）
蘇
松






上

海







華
草
書
院










の
出
版
で
あ
る
。
序
に
「
至
咸
豊
三
年
中
国















士
子
与
耶
蘇
教
師
参
訳
始
成
























」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
前
に
も
訳
本
は
出
て
ゐ
た

も
の
ら
し
い
。
訳
者
の
名
は
全
然
不
明
で
あ
る
。
こ
の
夏
、
北
京





の
八
大
胡
同









へ
行
つ
た
時
、
或
清
吟
小
班










の
妓
の
几





に
、
漢
訳
の
バ
イ
ブ
ル
が
あ
る
の
を
見

た
。
天
路
歴
程
の
読
者
の
中
に
も
、
あ
ん
な
麗
人
が
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　B

yron

の
詩

　
僕
はJohn

M
urray

が
出
し
た
、
千
八
百
二
十
一
年
版
の
バ
イ
ロ
ン
の
詩
集

を
持
つ
て
ゐ
る
。
内
容
はSardanapalus,The

Tw
o

Foscari,C
ain

の
三
種
だ

け
で
あ
る
。
ケ
エ
ン
に
は
千
八
百
二
十
一
年
の
序
が
あ
る
か
ら
、
或
は
他
の
二

つ
の
悲
劇
と
共
に
、
こ
の
詩
集
が
そ
の
初
版
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
も
検



べ
て

見
よ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
未





に
そ
の
儘
打
遣






つ
て
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
は
サ
ア
ダ

ナ
ペ
エ
ラ
ス
を
ゲ
エ
テ
に
、
ケ
エ
ン
を
ス
コ
ツ
ト
に
献
じ
て
ゐ
る
。
事
に
よ
る

と
彼
等
が
読
ん
だ
の
も
、
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
詩
集
の
や
う
に
、
印
刷
の
拙





い
本

だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
僕
は
そ
ん
な
事
を
考
へ
な
が
ら
、
時
々
唯
気
ま
ぐ
れ

に
、
黄
ば
ん
だ
ペ
エ
ヂ
を
繰
つ
て
見
る
事
が
あ
る
。
僕
に
こ
の
本
を
贈
つ
た
の

は
、
海
軍
教
授
豊
島
定







氏
で
あ
る
。
僕
は
海
軍
の
学
校
に
ゐ
た
時
、
難
解
の
英

文
を
教
へ
て
貰
つ
た
り
、
時
に
は
お
金
を
借
し
て
貰
つ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
豊
島

氏
の
世
話
に
な
つ
た
。
豊
島
氏
は
鮭



が
大
好
き
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
毎
日
晩
酌

の
膳



に
、
生
鮭






、
塩
鮭






、
粕
漬






の
鮭
な
ぞ
が
、
代
る
代
る
載

つ
て
ゐ
る
か
も
知

れ
な
い
。
僕
は
こ
の
本
を
ひ
ろ
げ
る
時
に
は
、
そ
ん
な
事
も
亦



思
ふ
事
が
あ
る
。

が
、
バ
イ
ロ
ン
そ
の
人
の
事
は
、
殆




念

頭
に
浮
べ
た
事
が
な
い
。
た
ま
に
思
ひ

出
せ
ば
五
六
年
以
前
に
、
マ
ゼ
ツ
パ
や
ド
ン
・
ジ
ユ
ア
ン
を
読
み
か
け
た
儘
、

ど
ち
ら
も
読
ま
ず
に
し
ま
つ
た
事
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
も
僕
は
バ
イ
ロ
ン
に
は
、

縁


な
き
衆

生







に
過
ぎ
な
い
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
か
げ
草

　
こ
れ
は
夢
の
話
で
あ
る
。
僕
は
夢
に
従
姉





の
子
供
と
、
三
越






の
二
階
を
歩
い

て
ゐ
た
。
す
る
と
書
籍
部
と
札



を
出
し
た
台
に
、Q

uarto

版
の
本
が
一
冊
出

て
ゐ
た
。
誰
の
本
か
と
思
つ
た
ら
、
そ
れ
が
森



先
生
の
「
か
げ
草
」
だ
つ
た
。

台
の
前
に
立
つ
た
儘
、
好

い
加
減
に
二
三
枚
あ
け
て
見
る
と
、
希
臘






の
話
ら
し

い
小
説
が
出
て
来
た
。
文
章
は
素
直





な
和
文
だ
つ
た
。
「
こ
れ
は
小
金
井









き
み

子
女
史
の
訳
か
も
知
れ
な
い
。
何

時

か
古
今
奇
観









を
読
ん
で
ゐ
た
ら
、
村
田
春









海


の

竺
志
船
物
語













と
、
ち
つ
と
も
違
は
な
い
話
が
出
て
来
た
。
こ
の
訳
の
原

文
は
何
か
し
ら
。
」
　
　
夢
の
中
の
僕
は
そ
ん
な
事
を
思
つ
た
。
が
、
そ
の
小

説
の
し
ま
ひ
を
読
ん
だ
ら
、
「
わ
か
葉
生





訳
」
と
書
い
て
あ
つ
た
。
も
う
少
し

先
を
あ
け
て
見
る
と
、
今
度
は
写
真
版
が
沢
山






出
て
来
た
。
み
ん
な
森
先
生
の

書
画
だ
つ
た
。
何



で
も
蓮



の
画
と
不
二
見
西
行










の
画
と
が
あ
つ
た
。
写
真
版
の

次
は
書
簡
集
だ
つ
た
。
「
子
供
が
死
ん
だ
か
ら
、
小
説
は
書
け
な
い
。
御
寛
恕








下
さ
い
」
と
云
ふ
の
が
あ
つ
た
。
宛



は
畑
耕
一








氏
だ
つ
た
。
永
井
荷
風








氏
宛
の

も
沢
山






あ
つ
た
。
そ
れ
は
皆
ど
う
云
ふ
訣



か
、
荷
風
堂







先
生
と
云
ふ
宛
名
だ
つ
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た
。
「
荷
風
堂
は
可

笑

し
い
な
。
森
先
生
と
も
あ
ら
う
も
の
が
。
」
　
　
夢
の

中
の
僕
は
そ
ん
な
事
も
思
つ
た
。
そ
れ
ぎ
り
夢
は
さ
め
て
し
ま
つ
た
。
僕
は
そ

の
日
五
山
館








詩
集
に
、
森
先
生
の
署
せ
ら
れ
た
字
を
見
て
ゐ
た
。
そ
れ
か
ら
畑



耕
一






氏
に
、
煙
草
を
一
箱
貰
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
云
ふ
事
が
夢
の
中
に
何

時

か
織

り
こ
ま
れ
て
ゐ
た
と
見
え
る
。M

ax
B

eerbohm

の
書
い
た
物
に
自
分
の
一
番

集
め
た
い
本
は
、
本
の
中
の
人
物
が
書
い
た
と
云
ふ
、
架
空
の
本
だ
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
が
、
僕
は
「
新
聞
国








」
の
初
版
よ
り
も
、
こ
のQ

uarto

版
の
「
か

げ
草
」
が
欲
し
い
。
こ
の
本
こ
そ
手
に
入
れ
ば
希
覯
書







で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
年
十
二
月
）
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底
本
：
「
筑
摩
全
集
類
聚
　
芥
川
龍
之
介
全
集
第
四
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　1971
（
昭
和46

）
年6

月5

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1979
（
昭
和54

）
年4

月10

日
初
版
第11

刷
発
行

入
力
：
土
屋
隆

校
正
：
松
永
正
敏

2007

年6

月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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